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災
害
救
助
法
発
令
さ
る

第
二
室
戸
台
風
禍
の
大
野
市
に

　

第2室戸

台風の被災

者救助のた

め9月18日

午前零時30

分大野市に

災害救助法

が発令され

ましたっ

　

この法は

非常災宍の

場合丿呵の

頁任でご急

の以助工がな

され、食糧

品その仕上

げぶ≒品や

住イかうレ↑ごバこい几、仰

竹二なIで二穴と工び）工大害に：寸

Lづ原忽豹、り県貼！こ戸問

が吋々れ・｀るぐイ）て、この

jブよい会ダこりにご万）に卜万と

レてに町めてのことです。

　

万二こ七気心耳ヘリトよ所

心；こ置か．jリバごあけてじ：助J：’誰辻な

J／い／こ二の読・yをお二廠い，ヤベられ

に；’，よ物資か配ドドしており穴す，

五箇地区へ食粗を運ぶ消防団

教育委員に宇野氏再任
定例市議会

　

第50吋・ご皿I巾貳勁は9n4tiから5日

閻開かれ、36小原卜・暇会計迫工加工心正予

算な：どぺ3議案と眉卯3作、陳悄石牛にっ

トてず示されf！EUバこお乱乱沢案ぱっ

きのど卜りてす、

議案r1号36年度一般会計歳入歳出追

　

加更正予算

　

追ン吋ぎ託額之叩ド回OC川で、士と

レづレぢ濃七l，’j゛び），’■■、笥桔I謝町系（7う費工川

で、その内訳の大砂U次のとおヤごす

議公費20町丿、＝ドミ明費8レリ4千700円

十．飛費吟8犬2リy、教有費％：り8て9ro

円、ヤ公レ；シま皆誠費97工乃円・、震災兄訟

余分）、庖y経済fi5＼6j円パiW球りj

ぴ殷の？68り工3自工べ什ごソ固復旧費

157’－7！’・円）、そ三の他2レ巧5ツCD円、

こにで☆介子算工限額に5tご5ト987回（・

500：＾とこい）ます。。

議案72号36年度国民健康保険歳入歳

　

出追加更正予算

　

529し5レ：：が迫ごさハyoミ旭5rnnr）

犬エトイjとにこりましjムニ、心こじりが綸

りでΛ会すゾりこと回峨仰生町ズイイ。げ

によるものてす。

議案73号特別会計の設置について

　

ムレ］叩回中卜♀叱行のjゴ）、二丿

分収造休事業会計を設置するものです

議案74号36年度特別会計公団分収造

　

林事業歳入歳出予算

　

36’H’JV；こ行うプツ刊又造田μ業費と

して80万円が計七されました、工歳7、の

うち77づふむ几肛豺卜金、3万円が一

般良計から已皆7、忿となつております

議案75号公団分収造林契約にういて

　

べ眠闘竃ブ寸リが資分か出1＿、市が必モ

判り系？5、グj一心で丿バJヤlに、すぎ

まっぐ夫力士その収工芯を巾が6、三叫

y斗r工・会資、7・、ヽでゾベ心‘Tかする契妁です

議案76号工事契約について

　

巾のいグフH恰辰牡ぶこういて川本

衛トト。裳りヅご喇：との工・卜消負饗約で

す。工・j哨に3r79Gv！’に回Tン川即川ぱ

36軍9川口～37年8リ3日礼

議案77号財産処分について

　

大野公民館ホール、神明派出所、七

地（清水137字6の内）25G平方メートノレ

を処分するものです。

議案78号予算外義務負担について

　

市T舎け設にともたう？品々ど珂入

のため、1卜一750万円の予リ：「バ竹抑。

議案7S号教育委員会委員の任命につ

　

いて

　

9リ30叩白羽満了となる宇野鉛‘ト委

員の愉二づ㈲二のが任が足jでされまし

にーヽ

議案80号固定資産評価審議委員会委

　

員の選任について

　

に／6叩口切が満了すづ恰で酉宍膏

香具の尚丁にし原丿一几U才r）か選任

されまレ≒、

議案81号公平委員会委員の選任につ

　

いて

　

10月6日任期満了する井部一敏委員

が再選されました。

議案82号震災対策特別委員会設置に

　

ついて

　

委員；こ高田新左餅ヅ、尾八戸－、帰

山静、林に也、中よ刊先、砂了一貞占、

　

土屋栄、多田忠直の各氏。

議案83号市道の公用廃止について

　

横町俵堅成の旧道に。関してのもので

ずつと以前に工処分ず八のものです。

　

（請願）

二大野こ民鮑の黙愉払いTげにつトて

○牧野迭工咬収単1賢y金交付について

○）土川｜補修について

　

（陳情）

ご丿し凩夕・や汝営剽う止；こ工りする楠附金

　

請jtについて（卜萍池のと≒蝸隅告

　

潔か

書中野川水路、／帽昭平の万言・ントよび

　

調ノミこうトて

原レクレクザ＝砂没ジ已でづ二・せん訃び

　

にyノぶこつ。て

二川の出面染耳＝尨乱石二々ニドくについ

ニyイいけ几Q：について

仁し圧処理シ白し昿こ工つトて

り災者の皆さまに謹んで

　

お見舞申しあげます

　

なり2・デi。j………’万、？t乙｀；Jサy工七会、；隔
工・

ノジ員≒）ヤいいくの原Jト、心ここお

虻謎の言葉を申し乱トJi・す

　

巾内か割汗刎員い・にづフこりにい二

あまりのこと、ゾこ七ぎ童竺とすここ

かりて・、背さ虹こにトかに特、犬∵。

お察し申しふげ、た九二レキ乱卜ご原

寸て一目4ハレレリレゾヅ’・ニさj、よ・とゾ

ぐ心丿八けこしてトる次碑てこずトま

す、回？コド（された皆さまこも瓢べ

ん雌をのがれこTj・さまもともと｛こ

の大きな試糾に□ち9かって即で々しく

立ち上つてぐヒきるようお卯い申し

あげますっ

し尿処理場建設に着工

りい攻にLIリ日ト8／」

　　

づ√卜いらご茜案てカバづこノぐこ刈

半ぐド二七友、菌畔ず入リド丿ニのご座付

に∴Jて石工の逐びとたo、9リ5ふ心

TいLをお二なトま卜たっ処珊丿易は真名

田子へ宗本ミ雌係64アールの土川に樫

二費4り56シノjを投じてl口約27だ。ざ

　

（2；j7ドノ、分）のし以を処理しようと

トう4．のてすー。工事こ号戻は叫T8り衣

の予定で、本棉的なし尿処理ぱ八年川

りから治められることになっています

　

この処理場では、集められたし揃が

・づ几父ぶ化しミに

よべてヤスと犬

馬／已二分恂こ八。

亡野スぱ仁刀ズこべ

卜七して卜原よ八

水は巴。リイこて

莫際貼こy，原出され

馬jふかTと卜として

柾列される計声で

す。

市長が米寿をお祝い

　

9’！15i；r－人の【利・こ工、ことL88裳を

巡之られろ巾内181りの古かすゴ．ナエ仁か

訪問二レ痩のお祝い包口乱で⑤おく

（まレし（写真仁〉ムレをうける弼

乍のTリ影ン：おλ、さん）

荒島岳に

テレビ中継局

12月放送開始

　

NHKr，＾）I：放送局のテレビ無人中炉

局が、荒島珊中咆に建設されることに

なり、9月2日起工式がお二なわれまし

た。中琳局は、荒島スキー場有円の円

高180Wの地点、約400平方メートルの

台地に総工費1千500万円で鉄砺ゴング

9－トニ貼往の已受卜叫が建卜されま

す。ドヅバぶここ帽賊うご了、心受にの

舛辻2トり原二、肋間肌

これて研蜃9されろことになります、

造林地の被害届は林務課へ

　

昭り32T／貼二ぎ：防された恣防地が

琴皿八などで茂人レヒり、土砂で浬つ

たりしたかた；よ、にノ）工でまてに巾の林

祚ざノ、・llし出てくたさト。工森林川竹保

険金ダもらえます。

お知らせ

　

三歳児の健康診断

10月10日～19日

　

百日せき、ジフテリヤの予防注射

10月15日～24日

　

レントゲン撮影の追加と結核精密

　

検査

10月9日～28日

　

狂犬病予防注射

10月5日～19日

　

なお、くわしい目程につトては各事

務嘱託員から皆さんにお知らせします

風．見鶏
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に
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、
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市
に
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望

の
し
ぼ
い
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場
が

で
き
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こ
と
に
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た
。
ぺ
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、
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。
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。
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れ
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零
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。
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＾
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。
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。
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ザ
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。
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入
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菜
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‥
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。
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＞
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．
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。
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＞
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叶
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と
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、
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の
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、
ヅ
’
々
ど
こ
ろ
か
大
い
に
．
ｔ

し
ン
を
ろ
う
し
て
恐
縮
、
う
縮
‐
。



第
二
室
戸
台
風相
つ
ぐ
災
害

総
額
3
0
億
円

　

9月15日夜半か

ら16日にかけての

第2室戸台風で、

当市発足いらト

の大災害を受けま

した。この台風は

最大風速26．3tn、

降雨量289．1mm

とい5超大型台風

であつだのと、北

美濃地震で山はだ

がゆるんでいたた

め、山間部の重要

路線はいたる所で

切断され、橋は流

失し、五箇、阪谷

宝慶寺方面の交通

通信は全く断たれ

その被害は？？り像以

上に悲惨なもので

す。市内の被害額は30億円以上といわ

れ、市の施設復旧に要する経費だけで

も、現在までの調布モでは1億7千一万エjを

上回ります。そのおもなものはつぎの

ようです。

総額1億7千万円

令建設関係7干541ヵ円

　

市道のこわれ29ヵ所2千667万円

　

橋7）洸失。こわれたもの18ヵ所

　　　　　　　　　　　　　

ト千100万円

　

堤ぼうの洪図51ヵ所5千774万円

今林務関係5千915万円

　

林道の決壊2H〕り所5f9I5巧円

令晨務関係5丁079り円

　

田畑の流失3．2ヘクタール266’j円

　

土砂の流入7．2へやターノり7ドjLj

　

あせ・くろの決恥501m94巧円

　

水路の決壊2．9I2mトr－945り円

　

農道の決凄70m16・j円

　

橋のこわれたもの12ヵ所155り円

　

用水の取り入れ口咄

れたもの11ヵ所232刀円

なお家屋の全～18棟（内流失2）半

涙55陳、床上浸水359戸、床下浸火

798／’o

写真左は吸町を流失し通行不能のた

打刑

宝慶方、右

は下打政発

電所附近の

道路決装、

点線の部分

ち
ょ
っ
と
一
言

　

農
協
の
前
に
ズ
ー
フ
リ
と
並
ん
だ
米
俵
の
市

倉
庫
に
禎
ま
れ
た
俵
の
山
、
稲
作
に
流
し
た

吽
と
楕
の
苦
し
み
ｔ
忘
れ
ら
れ
る
。
こ
ん
な

時
に
大
き
い
喜
び
の
中
に
い
ろ
い
＜
・
反
省
も

生
ま
れ
て
く
る
。
今
年
に
は
も
う
お
そ
く
、

業
年
に
は
m
だ
早
過
ぎ
る
が
、
あ
え
て
こ
の

ニ
ー
言
を
畏
す
る
。

　

ど
こ
へ
行
っ
て
も
昔
I
）
か
わ
ら
ず
秋
風
に

ゆ
れ
る
み
の
り
の
稲
穂
と
共
に
頭
を
う
ご
か

し
て
い
る
の
は
鮮
ビ
エ
で
あ
る
。
雑
草
の
中

で
一
番
や
っ
か
い
な
ヒ
エ
の
『
ぼ
く
滅
は
な
か

な
か
宋
ハ
現
し
な
ト
6
苦
労
し
て
抜
き
と
っ
た

ヒ
£
を
と
こ
ろ
か
重
わ
ず
捨
て
る
た
め
種
子

は
再
び
川
に
流
れ
込
み
水
田
に
も
ど
る
紡
果

と
な
っ
て
い
る
。
あ
と
か
ま
わ
ず
の
処
分
の

方
法
が
、
お
I
几
い
の
酉
を
し
め
合
っ
て
い
る

家
畜
の
川
料
と
し
て
も
叱
分
価
値
も
あ
い
・
。
、

あ
い
わ
せ
て
家
ぶ
の
腹
を
通
じ
て
堆
肥
に
す
れ

ば
種
づ
は
死
減
し
一
挙
則
得
て
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
苦
労
の
多
ト
除
草
作
‥
業
か
と
。
‐
ｙ
し
で

も
軽
減
で
き
、
増
産
に
も
結
び
つ
く
こ
と
を

忘
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り災者に所得税の減免

　

台風で住宅や家財に相当額の損害を

受けた方に、本年の所得税の減免およ

び徴収猶予がおこなわれまナ。り災者

の方は次の申請書を大野税務署へだし

てください6

①予定納税額のある方は2ヵ月以内に

　　

「予定納税額の更正請求書」

⑦農業所得者は10月31日までに「予定

　

納税額の減蘭承認1請書」

③給与所得者はに災害による源泉徴収

　

岬町9のづ糾刀竹予申昌書」

④徴収猶予の場合は「災害によるぶ収

　

揃予幸請書」

なおくわしいことは税務署へ問いあわ

せてくださレ。

国を家庭を明るく築く

郵便貯金増強運動にご協力

　

λなさまからお預りしております郵

便貯金は、現在一丿、一千億円余りとい

う大きな額になっております。郵便貯

金がこんベ：c大きな額になつだのは便利

で安全、しかも有利という郵便貯金の

三つの特長によって、。箭T司のみなさま

から親しまれご刊用いただいた結果で

ありますっ二のお公をyには大蔵右資

全砥用E狐を・通して部位府県や巾町村、

ご市丿丿穴どに貸しリ北て

①才校や病I院、住迂：、道路の建jミ；T

⑦aげ財ヤ）方がたのために農紡商業公

　

磁ン洛に貸しにされて農漁村の工痢啜

　

のために

③電勺、石火、夢サ鉱、海遅々ど丿本躍

　

済の上付とたる聖業をおこすために

④昇内蔵旧など、こ使われており非常こ

　

仕立っております。

　

こグ）ようなわけで国を、家庭を明る

く早く郵や貯金轜強運yjを目下リ開し

ておりますので、みなさんの強勺なご

に力をお願いします。

一一

四－－－

仏原

　

大野府より九頭竜川にそう夕！jを

バスで蛇行すること40分。人の世の

喧騒から隔絶された静寂郷、旧五箇

村（川1、原に着く。そこは恂に痛いほ

どの澄んだ空気。相迫る奇巌を慨む

濁流、正；こ絶景と言えようが。特に

秒のび、y附近の紅葉は、目をうぱう

ほどの美しさだ。ここには15うあま

りの農家があつだが工令民。よりよき

生活を求めて大野市僅のf川仏地へ移

住しだ・、串きる二とのきび！工さとて

4工言言μうか。なお、り、仏t貼で琳の

愛知、a、御前の出生地であるとの足

もあり由吋潤いものがあるっまた友

越電源開発の一要巾、ともなろ≒と

もあれ一日、古き歴宍をたずた、自

然の美にトだかれる行楽は71tず八た

人の恂；こ忘れることのてきないI巴い

出となって残るだろう、工、

臨時議会をひらき
応急対策を審議

　

第2室戸台風の応急対漿を審議する

ため9月18日臨時市議会をひらき、つ

ぎのようにきめましたっ

◇緊急工事費について

　

復旧に急を要する工・μについては、

国、県の査定設計を捕たず理事者にお

いて応急の処置をとる。これに要する

費用は1千245万円程度で兇行する。

◇第2室戸台風特別委員会設置につい

　

て

　

災害特別委員会工か設置し、委員長に

山木武、副委員良石川政冶、委員中山

利夫、土￥栄、近蜂叉右衛門、大下吉

夫、行丿部小寸砕f門、林d也、中川雨、高場

久吉、松田庄一の諸氏をえらびました

◇り災者の見舞について

　

第2室11西風による被害者に対し、

市は見舞金なおくる。ただし財源その

他の小情により対象範囲および見舞額

は今後よく調花の工h、母小者と特別lj

貫会力脇離してきめる、

◇9月の定例市霞会で設置された北美

　

隋地震の震災特別委員会は本日（9月

　

18日）をもって解消する。

り災者には市税が減免される
こんどの台風でり災された方につぎのような基準

で市税の喊

免を行なう

予定であり

ます。

①家屋の倒壊、半壊、床上浸水の被害を受けた場合

課税総所弓金頷
税額減兎率

床上浸水30cm大下30cm犬上60cmまで60cm以上 家屋の半41家屋の刺刺
／／汽失

　　　　　　　　　‥一－－－15万円以下
＿＿＿＿　　

20ら
30ら

一一工工　　　　35ら

50％L？哨
－－－－：4＾額

i15万円以上20引1紅㈲ト 10・・ 2D・ 25・・ 40‰’／ タ／

120万円レ几L30昂り以下 五回 IC抑 15／／ 30％・／ ／ノ

狗T卯川上80巧円以1ヽ，3・・ ～：）″ ICド 20％・／ ／ダ

ただし家屋の干jjの限叫］については実態調だの上減価率の範囲内・乱t脱ミする

②田畑の流失、土砂の流入及び壇没で使用不能になった易合

課税総所得

金柘

椀額波y率
田 　　　　　　　畑

一一－

耕作面積のレ絹以

上3割迄
3割以卜ニ5扇まで5割に玉

耕作面債のレ．明□

上5割迄
3割以上5割まで5刻以ト

＿＿＿‥

15万円以ト
30‰ 50易 瓶額

　　　－一一10％

20％’ 30％

15万円以レ20万円以下20・・ 4シ／ ／／ 10・・ 2シ 3Cけ
　一一一一一一－2

ま⊃勺円貨廿
30ylぐ以下 ・ICド 5Cけ タ／ 1Cけ

－－－－－－

20・・ 5シ／　

一一一一

30万円以ト80万円以ドシ・ 2シ・ ／／ 10・・ 20〃 3シ・

④固定資産税

区分 　被害程度－
視順

減宍－
1備考

原形を止めないもの10割 流失全壊埋没等により原形を留めなレもの

家屋
半聊 8割 山崩れ十刄涜入等によりす嬰橋造物が著しく損傷し犬修珊な唇する場合

浸水
5刻

　－－

内外壁建丿等に工損傷y受け使用目的
な著し・で損じた場海’

浸水 3割 下県畳等；こ損傷を受け・一司が取替を零する硯海

嗅地及

び宅地

被害8割以上　　

・R－－・●・

10罰 流失づp漫吟；こよ・バr付応こ吹田不能になりた湯島

ノタ6割以エト8jl ／／

／Z4割以上 6詞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工 工 丿 皿 － 〃

／ Z

／Z2づ固ト 3割
－

そ’の1四．七ホ償却

資産

減兜率5削ぞ収八いい．工側把の叫号こやじて宍頑を滅・ニする肺有する

jiゾよバに却肖伍に係る被害泰男を勘案の上辺娶と認められる限県において税額を政見するっ

◇国民年金の当然加入者

　

拠出制にべ民年令、つまり掛工公々し

てゆく卜丿凪年全に．は、工厚工・り同丿y険や

船員保険、学校教職昌牧済椙合など

に加入している者、またはに1給をうけ

ているれ1リ外の工者てあつて逞2D廣い、上

50歳衣満の方が、当然加入しなければ

ならないことはご承知のとおりてす。

◇国民年金のかけ金ともらえる年金額

　

：司民年今の保険料は20巌から34巌ま

では毎引00円、35歳から59歳までは

150川です、原こ5してかけ金をずれば

次のように二れにみあう年金が65浅か

らもらえますっ

吻入したときの年

齢

保険料を納める年

数

支給される甲公頷

年額 月額

35歳 25彫 24．000円2．000円

25 35 36．000 3．000

2D 40 42．000 3．500

◇何より有利な投資方法

　

：眉にうてy：tビれ工だけ吸々｛、のかちよ

つと≒ト’ヽンをぱレノて六ましよ≒、

20浅八人か59浅まて保険料をかけべ汁

ると、かけたか：十士ぺ託万yr一川とな）

65巌からもらえる老齢甲分はり、こ3ド・

500円です。り力べ……きている叩ずっ

ともらえます。。

　

そこて65巌の、リアでドyいJ余白に耳拍てこ

ところ男は12y、女ぱ、14率、つまりな

らして男j、77歳、女は79巌まで漱きら

れるとトわれていますっそうすると男

は4万2千円の12工甲分て約50栓j、女ぱ

14年分で約59万円ぴバt九回がもらえろ二

とに工なります。6万3rlぴづ資で50余

万川の年金がもらえれt；IJより有利々

投資であり、すぐれj4長吽といえま

す。そのうえ今悛も’jかダ命がのぴる

ものと考えられるので、ますます僣か

することになります、

◇保険料は割引のある勧納で

　

かけ金を前納すると有yjな丿引かあ

ります。例えば20歳の人がかけ企のエヤ・

夕冷前納すると6万3叩丿力辺万3千500

円ですみます、当市て：itmiの門咄咄

助さんの一家が全期¶1博汐匯されまし

た・、

災害復興住宅資金の貸付

　

住Tし＝・iびj市てに、jか愉大卜fUいニJ

によって家片；：に引火こ工。万丿イこゾ・に、災

寓4Jけ工五資千⑤賢しゾトてトます。

ご万輿印）方は似め、ご人野大工卜八張冽へ

心しこんてくたさし

◇貸し付けの条件

に建物の価額の2割に大の被肖か受け

　

住宅の部分がその建物の乍分以上で

　

あること。

2．借人金の償還が確宣：こ工きでること。

3。愉量1・：こ工関し確でな保証ノエ、の乱る二

　

と。

（貸し付け顧

　

肆241；yI｀’阪
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